
授業科目 法学

［担当教員名】 対象学年 2 対象学科 理学・作業・言語・栄養・社会

成岨隆 開講時期 後期 必修・選択 選択・選択・選択・選択・必修

単位数 2 時間数 30 

＜概要＞

社会規範としての法の諸特徴を、他の社会規範と比較しつつ明らかにし、社会生活において法の果たしている役割について理解する。

＜学習目標＞

1 社会規範としての法の特徴を理解し、社会生活における法の作用や役割について理解する。

2 日本の国法体系を把握し、その中で憲法の位置・性格について理解する。

3 日本国憲法の概要を理解する。

4 身近な事例をとおして、日本国憲法の内容の理解を深める。

回

数 授業計画又は学習の主題

1法とは何か①

2法とは何か②

3法の支配

4立憲主義と憲法の本質

5大日本帝国憲法

6日本国憲法の制定①

7日本国憲法の制定②

8日本国憲法の基本原理

9基本的人権の保障・総論

10基本的人権の保障・各論① （信教の自由・政：教分離原則）

11基本的人権の保障・各論② （法の下の平等）

12基本的人権の保障・各論③（思想・良心の自由）

13基本的人権の保障・各論④ （生存権）

14憲法改正問題①

15憲法改正問題②
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【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

参考書

その他の資料
小型の六法（有斐閣『ポケット六法』または三省堂『デイリー六法』：必ずどちらかを用意する事）

【評価方法】

学期末に実施する筆記試験による。

【厩修上の留意点】
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